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研究報告）多様性ある「ユニバーサルきもの着付け」の取り組み 

 －視覚障がい者のための「きもの」着付け－ 

Universal Kimono Dressing with Diversity －Kimono for the Visually Impaired－ 

 

山野愛子ジェーン 1) 佐藤美奈子 1) 青木和子 1) 山下牧子 2） 

抄 録 

多様性ある「ユニバーサルきもの着付け」への取り組みとして、車いす利用者のための「きもの」着付けへの

実践研究は、山野美容芸術短期大学の発信から福祉社会の中でも認知されることとなった。しかし、障がい者は

車いす利用者だけではない。そこで今回は、視覚障がい者にも無理なく「きもの」着付けが可能であるかを実践

研究した。障がい者福祉においても、2003 年辺りからさまざまな支援法が施行され、障がい者が自分らしく自

立し、主体的な日常生活が営める環境が徐々に整備され、主体的に選択できるしくみとなり、「自己選択」「自

己決定」が推進されてきた。地域社会に生活する多様な人々が理解し合い、平等に地域に参加し、同じように自

立した生活を送ろうというノーマライゼーションの理念の下、ここでは装い「きもの」から共同を考察する。 

人は情報収集の約 80％を視覚に頼っているが、とくに盲の人は光が眼に入ってこないため聴覚、触覚、嗅覚

などから情報収集をしている。本研究ではここに注目し、主に聴覚と触覚で「きもの」を装う手法を検証した。

その結果、「きもの」は、その容（かたち）が一定であるがゆえに、視覚障がいの人も自分で「きもの」を着る

ことが可能であることがわかったので、ここに報告する。 

 

キーワード：きもの 多様性 視覚障がい者 ユニバーサル ダイバーシティ 美容福祉 

 

I. 緒言 

障がい者の衣服については幅広い事例と研究がな

されているが、きものに特化した装いの研究はほぼな

い。著者らはこれまで美容福祉の理念を支える「美道」

の哲学を遵守し、「人をいつもいきいきと美しく輝か

せたい」という信念の下、日本を代表する伝統文化「着

物」に焦点を置き、冠婚葬祭、通過儀礼の装いに着眼

してきた。そして山野美容芸術短期大学の「山野研究

紀要」において、すべての「きもの」が車いす利用者

に対し無理なく着装可能であることを証明してきた。

きものの特異性はその大きさにあるため、「着用する

プロセスの工夫で誰もが自分できものを着用できる

のでないか」という仮説の下で検証し、きものは立位

姿勢で着用するだけでなく、座位の状態でも着用可能

であるという結果を得た。 

美容福祉学会等での研究発表を経て、「山野研究紀

要」に投稿した 5 本の論文は、文献リストに列記した

ので参照されたい。 

今回は視覚障がい、視力や視野等の視機能に障がい

があり、見ることが不自由または不可能になっている

状態の視覚障がい者が、「きもの」を自分で着用する

ことができるかについて検証した。 

視覚とは、見る感覚作用を指し、視機能になんらか

の変調が起こり、治療が及ばずに永続系に低下・消失

している状態を視覚障がいという。視覚障がいは、一

般に視力の程度によって「盲」1 と「弱視」2 に分け

られる。ここでは「盲」と「弱視」の状態を含む範囲

を視覚障がいの対象とし、きものを自分で着ることを

想定した着付けプロセスを確認した。著者等は着付師

として日常にきものの着付けの手法を指導している、

著者等が通例行っている着付けは、着用者が自分の身

体に沿って身体の部位を目安に着用していく手法で

ある。自分の身体に自分が触れて自分の身体をガイド

ラインとして着用するため、途中の工程で目視を要す

る場面はほぼない。よってきものを着用するプロセス

は著者等の手法と同様に置き実施した。 

実践にあたり、今回は視覚障がいを想定し、晴眼者

が目隠しをして視野を狭めた（目をつむった＝目隠

                                                   

1 盲：視力が０またはそれに近い視力障がいで資格によ

る日常生活が困難なもの 

2 弱視：両眼の強制視力が 0.3 未満で資格による社会生

活は可能であるが非常に不自由であるもの 
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し）状態で着付けを行った。ただし、着付けの手法が

万人に通じるものかを確認するため、着付け経験が

まったくないモデルを起用し、着付師が着付けの手順

を丁寧に口頭で誘導する方法とした。その結果、着用

者が自分できものを着て帯を結ぶことにおいて視覚

的要素はほぼ必要でないことがわかった。また聴覚、

触覚に注力することが有効ということも確認でき

た。さらに、声がけや周りの環境、視覚障がいの方の

立位姿勢、身体の可動域、など新たな課題にも気づく

ことができた。 

このような実践研究報告は少ない。自分できものを

着用できることは、自分の暮らし方の選択肢を増やし

生活のQOLを向上させることにつながるのではない

か。車いす利用者のためのきもの着付け実践研究から、

自分には無理だとあきらめてしまう人の気持ちが前

向きに変化する事例も確認してきた。『美容芸術論』

3 に記述されている、「人は誰でも美しくありたい」

と願う気持ちに、引き続ききものから考察していく。 

 

II. きもの着付けの実践 

１．背景と目的 

同様の研究事例はほぼないが、過去の記録としては

美道の提唱者・山野愛子氏が目隠しをして着物着付け

を行っている動画が挙げられる。山野氏は着物着付け

を専門に行う山野流着装の初代宗家で、現在は 2 代目

の山野愛子ジェーンが引き継いでいる。この山野流は、

開設当初から「畳半畳の面積内で、まったく光のない

状態でも着付け可能」を提唱してきた。そして「美道」

に基づく技術を指導する中で「心の目」という言葉を

もって、個人の感覚を研ぎ澄ますことの大切さを重ね

て説いてきた。したがって、着付けにおいても、山野

流では鏡を見ずに自分の身体をなぞるプロセスで装

う方法を継承している。一方、衣服の着用者は、視覚

に障がいがある方でも青年以上の年齢では洋服の着

替えはご自身でおこなう方がほとんどであるという。

そこで、きもの着付けも練習をすれば自分で着用する

ことができるだろうと考えた。 

目的の一つは視覚障がい者の生活・QOL の向上に

ある。視覚に障がいのある方もおしゃれに多くの興味

があることがわかったので、日本の慣例である通過儀

礼や社交の場でも「きもの」を着用するという選択肢

                                                   
3『美容芸術論:世界で初めて公開する美道の研究』 

山野愛子著 IN 通信社,1991.1 

が増えれば、コミュニケーションのきっかけとなり社

会交流の一助につながると考える。二つ目はきものの

普及と多様性あるきものの特性の検証にある。誰にで

もきものを身近に感じてもらうことで、きものを着て

外出や、お茶会への参加など、どのような方も差異の

ないきものの装いを共有することで、「ユニバーサル

きもの着付け」の可能性を広げ、きもの共生社会の実

現を目指していきたい。 

 

２．きもの着付けの実践方法について 

山野流着付けのテキストを基に、一つひとつのプロ

セスを口頭で伝え着用者の実践を導く方法で実施 

モデル Y さんを着用者とする。Y さんは晴眼者で立位

の状態も長く保持できる。事前の準備と説明は口頭者

が行い、全体のプロセスを理解していただく。 

Y さんは着付けの経験はない。 

きものの着付けから仕上がりまでは、大きく分けて

3 つのカテゴリーに括られる。 

① 着付けの準備から下着の準備 

② きものの着付け 

③ 帯結び 

 今回の指導方法について、口頭が主な手段となるた

め、筆者等が視覚障がい者の同行援護の学びに使用し

た『視覚障害支援ハンドブック』4 の接し方より、以

下に注意して行った。他の留意点に触れて確認するこ

と、手指をものさしとして使うことがある。 

 

着付けの指導方法 

・ゆっくり、ハッキリと 

聞き取りやすいように陽に、ゆっくり・ハッキリと

話す 

・概略から詳細へ 

大まかに説明してから、必要があれば詳細を伝える 

・説明は具体的に 

「あれ」「それ」「こっち」などのあいまいな言葉

ではわからないため、「右」「左」「前」「後ろ」

「2 歩ぐらい」「北」など具体的に説明する。 

・物やわかりやすいものにたとえる 

食事や移動の際には、時計の文字盤に例えて説明を

するとわかりやすい。 

                                                   
4 「視覚障害支援ハンドブック」 
国立障害者リハビリテーションセンター自立支援局  

函館視力障害センター

http://www.rehab.go.jp/hakodate/files/handbook.pdf

（2024.1.25） 

http://www.rehab.go.jp/hakodate/files/handbook.pdf
http://www.rehab.go.jp/hakodate/files/handbook.pdf
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・手を添えて伝える 

いすやテーブル・スイッチの位置など、場所によっ

ては手を添えて触ってもらいながら説明するとよい 

 

触って確認 

今回は折り紙できものの形を作り、事前学習の教材

として試みた。たとえば、背縫いや脇縫いなどは、山

折りにする。袖口や身八ツ口は開ける。共衿は重ねる、

などである。実際の着物の形のミニチュアを作り、こ

れを「教材」として使用したことは、効果があった。 

 

測る基準 

長さの対象を物差しで測り何センチといった解釈

を用いず、あまり大きな誤差の出ない人の身体の一部、

たとえば手幅いくつとか指 1本分の長さとか指二節と

いった人の手の感覚を頼りに着付けを完成させてい

る。 

 

３．きものの着付けから仕上がりまで概略 

本研究では、Y さんにアイマスクを使用し、視覚が

ない状態できものを着ていくことができるかを検証。

着付けプロセスは大きく分けて 3つのプロセスとする。 

 

① 長襦袢までの着付け 

ワンタッチ半襟5 を使用。補正はタオルを折り、紐

を縫いつけたものを事前に準備（触覚部位は鎖骨、

胸元、腰後ろ）。視覚がない状態でも口頭説明のみ

で長襦袢に見立てた装着まで行うことができた。 

② きものの着付け 

きものを羽織り衿止めするところから、おはしょり

を整えて伊達締めをするところまでのプロセスを

約 30 分で行うことができた。 

③ 帯結び 

今回は、半幅帯を使用し、一文字結びに仕上げる。

                                                   

5 多様に利用可能な簡易的半襟。令和元年特許済。 

約 20 分で行うことができた。 

所見としては、ワンタッチ半襟を使用することで、

時間短縮が可能となり、おおよそ 3K（簡単・苦しく

ない・キレイ）のユニバーサルのキーワードをクリア

できたものの、きものの部位について事前の学習や帯

の仕上がりの形は事前に形に触れてもらい、でき上が

りのイメージを持たせることが必要だった。 

 

４． 着付けの詳細 

４－① 着付けプロセス 小紋の着付け 

 

配置：体のそばへ、きものや帯・小物を配置する。 

着付け前に、声による説明のほか、実際に触っていた

だき、どこに何があるか、配置を覚えていただく。 

 

〇衿止め（きものを羽織りワンタッチ半襟と着物の衿

を合わせて止めること。触覚部位は喉くぼみ、両胸） 

事前に小物の配置場所も伝えていたのでスムーズに

行えた。 

〇裾線を決める（きものの長さを自分の身長に合わせ

て調節し紐を腰にあてて結び丈を整える動作。触覚部

位は右足の甲、腰骨、臍、尻） 

声での説明で腰ひもまで行う。きものが足の甲の上へ

触れる感覚や、きものがかかとに触れる感覚を大事に

する。裾に意識を向けるため、今回は小さな鈴をつけ

て感覚を補助した。 

〇胸元を整える（上半身のきものを胸元で合わせ整え

紐をあてて結ぶ動作。触覚部位は胸膨らみの下、背） 

ご自分の指先の感覚を大事に、ワンタッチ半襟をガイ

ドラインに左右対称に合わせる。半襟の量の確認・き
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もの共衿を折る分量なども指先、指の節などで確認す

る。鏡を見なくても着られる山野流の自装の指導をそ

のままで十分に理解して進むことができた。 

〇おはしょりの始末（2 本の紐で腰と胸元を押さえる

とき、ものの余まりがお腹周りに出るため、その余り

をスムーズに均して整える動作。触覚部位は腹、腰回

り） 

指と手のひらの感覚を大事に、布がボコボコしないよ

うにスムーズに整える所作を行った。布のひずみは手

のひらで、おはしょりの長さは指で計るなど、それぞ

れを手で読み取ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおよそ約 30 分できものの着付けが完成。 

 

 

 

４－② 帯結び 半幅帯使用 一文字 

主に浴衣に使用する半幅帯を使用して、ちょっとし

た外出の際の帯結び「一文字」を実践。通常の場合、

親指と中指をひと幅として手幅一つ、手幅二つという

要領で長さを指示するが、今回も同様に行った。 

プロセスは次のとおり 

①羽にひだをたたむ 

②手とたれで結ぶ 

③羽の形を整える 

帯を後ろに回す 

普段の指導と同じ方法で問題なく仕上がった。 

 

〇手先を計り、胴に 2 回巻く（触覚部位はみぞおち、

胸の位置、脇の下） 

手や指の感覚を大事に声での説明に慣れてきてス

ムーズに進む。2 回巻いてひと結びし、残りの長さを

手幅で確認する。 

〇羽の長さを計る（触覚部位は身体前胴幅） 

たれ先で羽の長さを決めるところは、声掛けにしたが

い羽もとから羽先を手繰り寄せ、自分の胴を計り、羽

を巻くまで別段問題はなかった。 

〇羽を作る 

手を使い、羽の大きさを測り、手の感覚で羽の左右を

同じ長さに整えることができた。 
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〇帯板を入れる 

帯板を入れた後に、帯の一巻目と二巻目がずれるこ

とがあったが、ご自身で触ってもらうとずれている

のがすぐわかり、直すことができた。 

 

見て行わない状態でも、手や指の感覚でまるで見て

いるかのように、美しい動きで仕上げていく姿が印

象的だった。 

 

小紋の着付け半幅帯使用一文字結びのでき上がり 

５．結果と考察 

視覚障がいを持つ方が自装で着付けを行う場合、

「声での指導・口頭説明」を適切に行うことで十分理

解し自分で着用できる可能性が高いことがわかった。

自分で着用する場合、着付けをする方の「感覚」がと

ても重要であること、特に手や指の感覚、裾が足の甲

に触れる感覚などが装いの課程に直接関わりを持ち、

美的な仕上りを創り出すことができた。 

ポイントとなる「口頭による誘導」については誘導

する側が必ず同じことを同じように言うことが必須

となるが、山野流では着付けトークとして文言が確立

しているため、同じテキストを共有し学び合うことも

可能である。着付けにかかる「時間」を考えると、ど

うしても健常者の方より長くかかってしまうが、健常

者でも最初は 1時間程度かけてこれらの工程を行うた

め、慣れてくることで時間も短縮できると考える。 

 次回は事前学習を行った場合、若干の知識を得た後

で何が改善されるかどうかを確認したい。また裾の決

め方に課題があり、きものの素材により紬など張りの

あるものは布の動く音から各部を感知できるかどう

かについても確認したい。点字の導入やエンボス加工

による教材を提供できれば、きものの形、名称の確認

など触って理解することも有効になるだろう。 

今後さらに改善を重ね、きものダイバーシティス

クールの目標「誰もが自由に自分できものを楽しむこ

と」が実現できるように実践を積み重ねたい。 

 最後に、本研究にそもそも重要な点は「きもの」は

その形がほとんどすべて一定である上に、着方までも

がほぼ決まっているということだ。また、帯もその種

類に違いがあるものの、種類別でみると長さは決まっ

ており、結び方にも一定のルールがある。つまり、手

の感覚だけで「きもの」が着られるということである。

日本人が何百年もの間、「きもの」のデザインを変え

ずにつないできた意味は、まさに多様性あふれる衣装

であることを証明している。こうした実践を通し「き

もの」はひとつの完成された SDGs の衣服であること

を広く伝えていきたい。 
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利益相反の有無 

なし 
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